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実践報告 
 
確かな学力を目指した授業と宿題の相互関連 
－児童へのフィードバックに着目して－ 
 
船津 明里* 
 
1 問題と目的 
小学校学習指導要領解説総則編（2017）において，教師が育成すべき資質・能力には，（1）知識及
び技能が習得されるようにすること，（2）思考力，判断力，表現力等を育成すること，（3）学びに向
かう力，人間性等を涵養することの三つの柱が重要であるとされている。これは，豊かな創造性を備
え持続可能な社会の創り手となることが期待される児童に，生きる力を育むことを目指すに当たって，
学校教育全体並びに各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動の指導を通して
どのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら，教育活動の充実を図るものである。そ
の際，児童の発達の段階や特性等を踏まえつつ，これらの三つのことが偏りなく実現できるようにす
ることが，教師の育成すべき資質・能力となっている。資質・能力の育成は，校内での授業を中心と
した教育課程だけで完結するものではなく，家庭での学習も含めて考える必要がある。  
桒原・山下・草野・竹下・鈴木（2006）は，家庭での自主的な学習習慣が，学校での授業指導の延
長として教師の指導力にかかっていることを指摘している。そして，学校での授業指導は，家庭での
自主的な家庭学習や発展学習が可能となるよう，授業中に宿題の一部を解決するなど，家庭で学習に
取り組む際の糸口をつかませることが重要であるとしている。さらに，藤谷（2008）は，家庭学習と
授業とを通して，基礎・基本の定着を図ると同時に，自主的・自律的な学習態度を育成していくこと
が求められるとしている。 
このように学校現場において，予習→授業→復習というサイクルが一般的な流れであると考えられ
るため，授業だけではなく，宿題として予習や復習を行うことは，学習習慣を形成する上で重要であ
り，学習態度を育成するための一手段である。    
以上のことから，本研究では学校での授業と家庭学習という両方を視野に入れ，子どもたちの確か
な学力を高めるためにどのような工夫ができるのかを検討する。なお，家庭学習という言葉の中には，
学校から課された宿題に加え，習い事や各家庭で独自に行うものまで多様である。本研究においては，
一斉に行う授業をもとに，予習→授業→復習というサイクルが目に見えて分かりやすい『宿題』に焦
点を当て検討を行う。 
 
2 研究Ⅰ－予備調査（教師を対象としたアンケート） 
2-1 概要 
2018 年 2 月下旬から 3 月中旬にかけて，A 市内の公立 B 小学校に勤務する 45 名の教師を対象に，
宿題についてのアンケートを行った。このうち，24 名から回答が得られた。B 小学校は，地方の市街
地に位置する中規模校である。 
 質問 1【宿題を出す際に工夫していることについて】と質問 2【宿題を提出した後の対応について】
の大きく 2 つの質問に加え，性別・年代・担当学年の回答を求めた。 
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2-2 結果と考察 
質問 1 では，1＜決まった量の宿題を出すようにしている。＞と 6＜子どもたちの宿題の範囲を連絡 
帳などに記入させる。＞の結果から，大半の教師が決まった量の宿題を出しており，宿題の範囲を連
絡帳などに記入させていることが分かる。これは，児童の学習習慣を形成するための教師の手立ての
1 つだと考えられる。 
また，2＜その日の授業内容を，自分ひとりの力で復習できるような内容にしている。＞と 10＜自
分の力で宿題ができるように，解く際の手がかりやヒントを示している。＞の結果から，児童が自分
一人の力では取り組むことができない宿題を出しているという回答はなかった。そのため，多くの教
師において，4＜その日の授業での子どもたちの様子をもとにした内容にしている。＞のような内容を
宿題として出したり，8＜宿題の内容を意識させるような授業展開を行っている。＞のような工夫を行
い，宿題と関連付けていることが明らかになった。 
 
表 1 質問 1「宿題を出す際に，工夫していることについて」の回答結果 
 
質問内容 
とても 
当てはまる 
わりと 
当てはまる 
やや 
当てはまる 
全く当て 
はまらない 
1 決まった量の宿題を出すようにし
ている。 
13 名 
（54％） 
10 名 
（42％） 
1 名 
（4％） 
0 名 
（0％） 
2 その日の授業内容を，自分ひとり
の力で復習できるような内容にし
ている。 
7 名 
（30％） 
11 名 
（45％） 
6 名 
（25％） 
0 名 
（0％） 
3 その日の授業内容から発展させ
た，少し難しい問題にチャレンジ
させる内容にしている。 
0 名 
（0％） 
5 名 
（21％） 
13 名 
（54％） 
6 名 
（25％） 
4 その日の授業での子どもたちの様
子をもとにした内容にしている。 
5 名 
（21％） 
13 名 
（54％） 
5 名 
（21％） 
1 名 
（4％） 
5 子どもたちの苦手な箇所を振り返
らせるような宿題を提出してい
る。 
1 名 
（6％） 
8 名 
（44％） 
8 名 
（44％） 
1 名 
（6％） 
6 子どもたちの宿題の範囲を連絡帳
などに記入させる。 
18 名 
（76％） 
2 名 
（8％） 
2 名 
（8％） 
2 名 
（8％） 
7 出した宿題が分かるように番号順
などに表示しておく。 
15 名 
（64％） 
3 名 
（12％） 
3 名 
（12％） 
3 名 
（12％） 
8 宿題の内容を意識させるような授
業展開を行っている。 
5 名 
（21％） 
11 名 
（45％） 
5 名 
（21％） 
3 名 
（13％） 
9 授業中に宿題を解く際の手がかり
やヒントを示している。 
4 名 
（18％） 
9 名 
（37％） 
9 名 
（37％） 
2 名 
（8％） 
10 自分の力で宿題ができるように，
解く際の手がかりやヒントを示し
ている。 
4 名 
（18％） 
11 名 
（45％） 
9 名 
（37％） 
0 名 
（0％） 
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表 2 質問 2「児童のやる気を高めるために，宿題の返却で工夫していることについて」の回答例 
カテゴリー 回答例 
ほめる 
・頑張っている子をほめる。 
・ボランティアや係りの子で配ってもらい，それを必ず褒める。 
視覚化 
・丁寧に書いてきた児童を全体の前で紹介する。 
・進んで頑張っている児童にシールを渡している。 
・頑張ったことが分かるように視覚化。 
コメント・ 
評価 
・必ず目を通しコメント等を入れ，フィードバックを行うこと。 
・「今日の宿題では，○○な所がよかったね」と評価。分からないところ，できないと
ころを教え，一緒に考える。 
・内容がよくできているときは花丸や「すばらしい」などの言葉で評価がよいことを
知らせる。どこが不十分だったのか分かるように線を引いたり，枠囲みをしてスペー
スを与えたりし，書き直しがしやすいようにする。 
 
質問 2 では，児童のやる気を高めるために，宿題の返却で工夫していることについて，記述式で回
答を求めた。児童に宿題を出すように促しても，なかなか取り組むことができない児童もいる中で，
きちんと宿題をしてきた児童に対して【ほめる】ことで，周りの児童のやる気を高めることにつなが
っているのではないだろうか。また，ほかの児童の頑張りをクラス全体で【視覚化】し，共有するこ
とで，「○○さんのノートを参考にして宿題をしてくればいいんだ！」と宿題のやり方を学ぶことにも
つながる。さらに，宿題をしてきた児童に対して，しっかりと【評価・コメント】をすることで，学
習習慣の形成につながるとともに，教師と児童の信頼関係の構築にもなるのではないだろうか。  
 
3 研究Ⅱ－教育実践（授業と宿題での取り組み） 
3-1 概要 
 2018 年 6 月下旬に A 市内の公立 B 小学校に在籍している 3 年生 34 名（男子 20 名，女子 14 名）を
対象に実践を行った。B 小学校は，地方の市街地に位置する中規模校である。2 時間の国語の授業（授
業 1/2，授業 2/2）を実践し，4 回のアンケート調査（宿題についてのしつもん①・②，授業について
のしつもん①・②）を行った。また，授業後に 2 回，担任教師が行っている通常の漢字の宿題ではな
く，実践した授業に応じて自身で作成した漢字の宿題（以下，自作漢字プリント①・②）を出し，丸
つけとコメントを書くなどのフィードバックを行った。 
本学級で取り組まれている通常の漢字の宿題は，学年で統一された手本をもとに，84 マスの漢字ノ
ートに書き写してくるものである。しかし今回，実践した授業に応じた自作の漢字プリントを 2 回，
宿題として取り組むようにした。授業を行った単元の構成は全 2 時間であるため，その日の授業で学
習したことをもとに，2 日続けて異なる内容で自作漢字プリントを出し，評価・コメントをし，フィ
ードバックを行った。漢字は部首と他の部分とによって構成されているため，自作漢字プリント①で
は，授業 1/2 で学習した 6 つの部首の中から好きな部首を 5 つ選び，選んだ部首が含まれていると思
う漢字を，書いてくるようにしたものである。自作漢字プリント②では，授業 2/2 で同じ部首が表す
漢字に意味があることを学習したため，同じ部首の漢字を見つけてくるようにしたものである。なお，
自作漢字プリント②においては，授業 2/2 で活用した第一学年から第三学年で習う漢字表を授業中に
配り，漢字を見つけやすくした。 
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自作漢字プリント①・②を出す際に気をつけた点として，通常の漢字の宿題で使用している 84 マ
スの漢字ノートではなく，自身で用意した 50 マスのプリントを用いたことが挙げられる。これは，今
までの漢字の宿題とは異なり，手本がない状態で一人ひとりが新しく始めるため，児童の不安を少し
でも軽減するための配慮である。 
 
3-2 結果と考察 
（1）授業の内容理解についてのアンケートの結果 
授業を楽しかったと感じている児童は，1 回目 34 名中 31 名，2 回目 34 名中 33 名であり，約 9 割
の児童が楽しく授業を受けていたことが分かる。これは，普段と授業者が異なることを考えると，授
業自体への児童たちの興味・関心が高かったためだと考えられる。授業の理解度について「かんたん
だった」，「ふつう」と回答した児童は，1 回目 34 名中 26 名，2 回目 34 名中 28 名であり，約 7 割強の
児童が授業内容を理解していると認識していることが分かる。これまでの授業中の様子から，新しく
始めることや見慣れないものを使うことで，児童の興味・関心を高めるということ，そして大半の児
童が積極的に発言をしてくれるということの二点が分かっていたため，授業ではオリジナルの漢字の
計算を取り入れ，2 人組に分かれて漢字を見つけていく工程で授業を進めていった。そのため，ほと
んどの児童が自主的に授業に取り組むことができたため，このような結果になったことが考えられる。
授業内容を宿題に活かしていきたいかどうかについては，「すごくがんばりたい」「がんばりたい」と
回答した児童が，1 回目 34 名中 31 名，2 回目 34 名中 28 名であり，約 9 割の児童が授業内容を宿題
に活かしていきたいと答えていることが分かる。これは，普段と宿題の内容を決めて出す者，チェッ
クする者が異なることを考えると，宿題の取り組みへの児童たちの興味・関心が高かったためだと考
えられる。 
 2 回実施した授業後のアンケートの自由記述から得られた回答を，カテゴリーに分類した結果が表
3 の通りである。内容を【知識・授業理解】，【興味・関心・意欲】の大きく 2 つのカテゴリーに分け
ることができた。 
表 3 授業の内容理解についてのアンケートの回答例 
  カテゴリー 回答例 文章の数 
し 
つ 
も 
ん 
① 
知識 
授業理解 
・おおがいがつくりとはしりませんでした。 
・つくり，にょう，あし，へん，かんむり，かまえをおぼえるのがむ
ずかしかったです。 
・「にょう」の形が，えんにょうなど色々ありました。 
17
（51％） 
興味 
関心 
意欲 
・にょうは一つだけじゃないんだなと思いました。 
・ぼくは，きょう，へんとかをならって，それをおぼえてこくごにい
かしたいです。 
・にょうとかかまえとか，知らないことを知って楽しかった。 
5 
（15％） 
し 
つ 
も 
ん 
② 
知識 
授業理解 
・国語じてんをつかってわからないことばをしらべました。 
・意味を考えるのがすこしむずかしかったけど，二年の字をおぼえら
れました。 
10
（30％） 
興味 
関心 
意欲 
・自分で考えて漢字を書いて楽しかったです。 
・いみを考えるのがむずかしかったけどかんじをいっぱいおぼえこん
でいます。 
10
（30％） 
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1 時間目の授業では，【知識・授業理解】に関して，約半分の児童が新しく習うことに関して知識を
身につけ，理解しようとしていることが推察できる。【興味・関心・意欲】については，この授業で学
習した内容を，今後の国語の授業でも活用できると考えていることが表れている。2 時間目の授業で
は，【知識・授業理解】で，国語辞典を用いて調べるなど，児童が自主的に学習を行っていたことがう
かがえる。【興味・関心・意欲】に関しては，進んで漢字を覚えようとしていることが表れている。 
 今回の授業では，グループ活動を行う予定であったが，時間が足りずに急きょ 2 人組のペア活動に
なってしまったため，予定通りグループ活動で調べ学習を実施していたのであれば，2 時間分の授業
の【興味・関心・意欲】を向上させることができたのかもしれない。 
 
（2）自作漢字プリントへのフィードバック 
Hattie（2009 山森訳 2018）によると，「たとえば間違いを見直し修正する際にフィードバックを与
えるといった場合には，『学習者に正誤を伝えるということだけにとどまらず，それ自体が次なる学習
に対する指導であると見なすことができる』（Kulheavy，1977，p.212）。このため，宿題のフィードバ
ックでは，とめ・はね・はらいに気をつけるように注目させ，漢字の形についてのアドバイスを書く
ように心がけた。その上で，児童一人ひとりの努力に目を向け，できるだけプラスの言葉を選び，必
ず全員へコメントをし，フィードバックを行った。 
 自作漢字プリント①と自作漢字プリント②で出した内容は異なるが，ほとんどの児童が自作漢字プ
リント①よりも自作漢字プリント②の方が，自作漢字プリントが埋まるくらいに漢字を見つけてくる
ことができていた。これは，授業で使用した漢字表が，多くの児童によって活用されていたことが考
えられる。このことから，少なからず，授業と宿題に関連を生み出すことができたといえる。  
しかし，今回作成した自作漢字プリント①・②の両方において，児童の不安を少しでも軽減するた
めの配慮として，6 つの部首の中から好きな 5 つの部首を選ばせるようにしていたが，6 つの部首全
てについて漢字を見つけてくるようにしていれば，児童たちにとって，より分かりやすい宿題になっ
たのかもしれない。 
 
（3）自由記述の結果 
「コメントが返ってきてどんな気持であったのか」についての回答例は，表 4 の通りである。 
 
表 4 「コメントが返ってきてどんな気持であったか」の回答例 
これからもがんばろうと思いました。 
これからもっとじょうずに漢字を書きたいです。 
これから 4 点までがんばりたい。 
心がかわってうれしくなりました。 
先生からいろいろなコメントがきて，うれしかったです。 
あと，いっぱい教えてくれたし，ほめてくれたのでうれしかったです。 
1 つ 1 つていねいに書いていたから，おうちの人もよろこんでいました。 
自分ががんばっているぶん，コメントが返ってきたのでよかったです。 
がんばってって言われているみたいだからうれしいです。 
ほめ言葉がいっぱいだったからうれしかったです。 
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多くの子どもたちが「これからも頑張りたい」，「嬉しかった」等と回答していることがわかる。「こ
れから 4 点までがんばりたい。」と回答した児童は，今回行った宿題をどれくらいがんばるかという質
問に対して，現在は 3 点（がんばっている）だが，それを 4 点（すごくがんばっている）にしたいと，
今後の目標を掲げていた。このように努力しようという姿を少し見られたことも，本研究の成果のひ
とつと言える。さらに，「1 つ 1 つていねいに書いていたから，おうちの人もよろこんでいました。」
と回答した児童がいることから，保護者にも児童に対して，どのような評価をおこなっているのかを
見られていることが推察される。児童に課す宿題とはいえ，家庭で学習する宿題は，やはり保護者の
目にも映っているものだとわかった。 
 
4 まとめ 
本研究は，授業と宿題の相互関連について検討することを目的とし，特に宿題に関しては，どのよ
うな宿題を課すか，また提出された宿題に対してどのようなフィードバックを行うかという点を工夫
するものであった。そのために，研究Ⅰの職員を対象にしたアンケートと研究Ⅱの小学 3 年生を対象に，
2 回の授業と計 4 回のアンケートを実施し，2 回の自作漢字プリントの宿題の取り組みをもとに分析
を行った。 
その結果，研究Ⅰでは，決まった量の宿題を出すことで，日々の宿題への取り組みを習慣づけたり，
児童が宿題をきちんとやってくるようにするために，仕掛けや工夫のタイミングを計ったりすること
で，児童が進んで宿題に取り組む姿勢ができると考えられる。さらに，宿題の評価をしっかりと行い，
児童にフィードバックを行うことが，児童のやる気を高めるための手立てとして有効なものであるこ
とがわかった。 
研究Ⅱでは，授業を楽しかったと感じている児童は多く，授業の理解度も高かった。また，授業内容
を自作漢字プリントに活かしていきたいと考えている児童がほとんどであった。さらに，自作漢字プ
リントへのフィードバックを行いコメントが返ってきた時の児童の気持ちとして，ほとんどの児童が，
「がんばりたい」，「嬉しい」と回答していた。ただし，授業前のアンケートからは，そもそも返却さ
れた宿題を見直さないと回答していた児童もいたため，単にフィードバックを返すだけではなく，返
ってきた宿題に対して見直すという習慣づけを，いかに形成していくかが重要であるといえる。  
以上のような結果より，宿題を出す際には，やはりその日の授業に関連のあるものを出す方が，授
業で復習することもでき，児童自身も宿題に取り組みやすい，という見方ができる。今回の研究の目
的である，「宿題」と「フィードバック」へつなげるためには，まずは学級全体で「宿題」の意義を確
認する場を設け，宿題を出したままにするのではなく，「フィードバック」を行う必要があるだろう。 
しかし近年では教師の多忙化が叫ばれ，宿題のフィードバックや子どもたちとの関わりに時間を取
ろうとしても，教材研究や校務分掌などに追われ，フィードバックに割くための時間の確保が難しい
という現実があるのではないだろうか。 
Hattie（2009 山森訳 2018）によると，「学習者が何を知っていて，理解していて，どこでつまずい
ていて，いつから間違えるようになり，またいつから学習に取り組めなくなったのかといったことを，
教師が学習者の側から得ようとしたり，また少なくとも，これらのことに目を向けるようになったり
することで，指導と学習とが一体化され，学力を高めることにつながるのである。」としている。  
これは宿題に限ったことではないが，フィードバックを行いやすいものの一つとして宿題があり，
授業と宿題での指導の効果を高めることができると考える。そのため，児童が見通しをもって宿題に
取り組むことができるよう授業での指導を行い，時間の使い方を見直していくことが大切なのではな
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いだろうか。来年度から現場に出る一教員として，できることから取り組み，児童へと還元していき
たい。 
 
5 引用・参考文献 
ベネッセ教育研究所 (2016). フィードバックからフィードフォワードへ  (https://berd.benesse.jp/  
magazine/opinion/index2.php?id=4785) 
藤谷智子 (2008). 児童期における自己制御学習に向けた授業と家庭学習のシステムその 1−−復習の効
果に着目して−−  武庫川女子大紀要(人文・社会科学) , 56, 19-30. 
Hattie, J. (2009). VISIBLE LEARNING : A Synthesis of Over 800 Meta – Analyses Relating to Achievement 
(ハッティ, J. 山森光陽(監訳) (2018). 教育の効果−−メタ分析による学力に影響を与える要因の効
果の可視化−−  図書文化社) 
桒原昭徳・山下直子・草野啓顕・竹下真生・鈴木幸 (2006). 家庭学習・学習習慣・学習意欲の育成と
ノートの指導（1）pp.229. 
文部科学省 (2002). 確かな学力向上のための 2002 アピール「学びのすすめ」 (http://www.mext.go.jp/a
_menu/shotou/actionplan/03071101/008.pdf) 
文部科学省 (2017). 新しい学習指導要領の考え方−−中央教育審議会における議論から改訂そして実施
へ−−  
文部科学省 (2017). 小学校学習指導要領解説総則編 
佐賀県教育委員会 (2018). 平成 30 年度全国学力・学習状況調査における佐賀県の結果についてお知
らせします (https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00363168/index.html) 
角田陸男 (2005). 宿題を学校でコントロールする  指導と評価(5 月号), 38-41. 
恒吉宏典・深澤広明編 (1999). 重要用語 300 の基礎知識②−−授業研究 重要用語 300 の基礎知識−− 
明治図書 
 
（2019 年 2 月 8 日 受理） 
